
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手をかけ、花が咲き、実りを迎える 

田んぼで苗を植える手仕事から、季節を彩る花の開花、そして畑に広がる実りの景色
へ。農業の現場には、人の手と自然の力が重なり合う時間が流れています。 

当センターでは、こうした現場を支える技術の検証と普及に取り組み、持続可能な農業
の実現を目指していきます。 
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一斉田植え アジサイ「ポップシリーズ」 大麦の実り 


